
当社について

現状のSDGsに対するマテリアリティ（重要課題）

企業概要

コンプライアンス・ガバナンス

マテリアリティ（重要課題）

温室効果ガス排出量の削減、エネルギー使用量の削減、廃棄物の3Rの推進

従業員の体の健康保持、禁煙や受動喫煙防止、シニア活躍推進

地域とのコミュニケーション

コンプラ体制の構築、情報セキュリティ対策、消費者・顧客課題解決

大項目

環境の保全

従業員の働きがい

地域社会への貢献

当社は、東京都渋谷区に本社を置き、書籍・雑誌等（文芸書・文庫本・幼児書・児童書・コミッ

クス等）の表紙、カバー、帯のような紙の印刷物に、表面加工を施すことを主に手掛けている会

社です。表面加工工場は、埼玉県朝霞市に位置し、雇用創出を通じて地域経済に長らく貢献して

おります。

当社が手掛ける印刷物への表面光沢加工は、耐久性と耐水性に優れており、環境に優しい技術で

す。今後も環境配慮型の加工技術の開発に取り組み、当社事業を通じて持続可能な社会の一助と

なるように努めてまいります。
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日本樹脂工業 株式会社

代表取締役社長　長谷川広重

(所在地：東京都渋谷区）



【企画・制作協力：株式会社日経リサーチ 「SDGs経営推進プロジェクト」】

マテリアリティ（重要課題）

日本樹脂工業 株式会社　SDGs宣言書

当社は、国際連合で採択された持続可能な開発目標（SDGs）の達成に、

以下のマテリアリティ（重要課題）への取り組みを通じて貢献します。

2022年3月4日

日本樹脂工業 株式会社

代表取締役社長　長谷川広重

・工場で排出される古紙や廃プラのリサイクルを継続します

 ▼ 目標・取り組み内容

・GHG排出量を2030年までに2020年度比20％削減します

・電気使用量を2020年度比6,500kwh削減します

自社製品に環境配慮型商材を取り入れるとともに、自社でできる環境対応への取り組みを継続徹底

いたします。

 環境の保全

 ▼ 目標・取り組み内容

・労働安全衛生法に基づいた健診を継続します

・屋内完全禁煙を徹底し、受動喫煙を防止します

・定年後の人材を再雇用し、後進の技能向上に努めます

 従業員の働きがい

従業員の労働環境を整え、働きやすく、意欲的に成長できる職場を目指します。

 ▼ 目標・取り組み内容

・職場体験や工場見学、寄付を通じた地元貢献を行います

地域に根差した企業活動と雇用創出を通じて、工場周辺のまちづくりに貢献します。

 地域社会への貢献

・情報の共有・再発防止対策により不良品発生率の低下に取り組みます

 ▼ 目標・取り組み内容

 コンプライアンス・ガバナンス

事業活動が健全かつ安定的となるように運営体制を構築し、お客様に安全・安心をお届けします。

・取引先と連携し法令遵守を徹底致します

・情報セキュリティを念頭においた業務習慣を徹底します


